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２０１６年冬季地域座談会が 1 月１８日から、ＪＡ佐渡

管内の各地域で行われました。平成２８年度 JA の各事業

の主な取組みや、平成２７年産稲作の反省点と平成２８年

産佐渡米の品質向上対策について提案しました。参加者か

らは、水稲晩生新品種「新之助」の生産・流通に関する情

報に関心が集まっていました。「新之助」は高温条件下で

も品質に優れ食味も高く、JA 佐渡では水稲部会内に新之

助栽培研究会を立ち上げる予 

定であることを担当より説明 

しました。その他にも、地域 

毎の農業に関わる課題などを 

共有し意見交換しました。 
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掃
部
さ
ん
は
佐
渡
の
出
身
で
、
大
学
卒
業
後
島
外
で
１
７
年
間
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
終
え
、
２
０
０
５
年
に
佐
渡
に
戻
り
ま
し
た
。「
施

設
園
芸
」
を
や
り
た
い
夢
を
実
現
し
、
２
０
１
２
年
か
ら
イ
チ
ゴ
作
り

を
開
始
し
、
現
在
、
ハ
ウ
ス
２
棟
所
有
し
、
合
計
面
積
１
０
４
４
㎡
の

イ
チ
ゴ
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

２
月
に
入
り
、
イ
チ
ゴ
の
出
荷
が
忙 

し
く
作
業
さ
れ
て
い
る
中
で
し
た
が
、 

「
退
社
し
て
か
ら
イ
チ
ゴ
作
り
に
辿
り 

着
く
ま
で
少
し
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。 

最
初
、
１
年
間
新
潟
県
の
あ
る
農
業
法 

人
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
野
菜
、 

生
花
栽
培
な
ど
を
経
験
し
、
最
終
的
に
、 

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
を
使
っ
た
「
施
設
園
芸
」 

で
、
子
供
の
大
好
物
の
イ
チ
ゴ
栽
培
に 

取
り
組
む
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。 

 

イ
チ
ゴ
栽
培
に
つ
い
て
は
、
減
農
薬
に
常
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
、

昨
年
か
ら
納
豆
培
養
液
を
使
っ
て
殺
菌
対
処
す
る
等
工
夫
し
て
い
ま

す
。
年
間
を
通
し
て
、
普
段
は
ひ
と
り
で
作
業
し
て
い
ま
す
が
、
出
荷

の
時
期
に
な
る
と
２
、
３
名
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
を
頼 

ん
で
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

現
在
、
年
間
２
万
パ
ッ
ク
程
度
の
イ
チ
ゴ
を 

Ｊ
Ａ
佐
渡
の
直
売
所
な
ど
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
こ
れ 

か
ら
は
最
低
で
も
ハ
ウ
ス
を
１
棟
増
や
し
、
イ
チ
ゴ
の
単
価
が
下
が
っ

て
も
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
と
経
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

パ
ッ
ク
に
生
産
者
名
が
書
い
て
あ
る

以
上
は
、
責
任
を
持
っ
て
お
い
し
い 

イ
チ
ゴ
作
り
に
挑
戦
し
て
い
き
た

い
。」
と
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

                                                                                                                                                  

                   

 

 

 

 

 

 

                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                  

 

  

  

   

佐渡米通信       ２月号 

 

 

２８年産播種用の種子の温湯消毒が始まりました 

 1 月下旬から、JA 佐渡の温湯消毒施設が稼動し、２８年産米作

付けの準備が始まりました。JA 佐渡では、平成２０年から減農薬

減化学肥料栽培に取組みを始め、農家に供給する全ての籾に「温湯

消毒」を実施し、「安心・安全」の佐渡米作りに取り組んでいます。 

 「温湯消毒」とは農薬を使わず、種籾を一定の温度と時間に浸す

ことで、農薬を使用した場合とほぼ同様の効果があり、病気の原因

となるカビや細菌の発生を防ぐことが出来ます。 

 今年は１月の下旬から２月の下旬まで１カ月間で合計１７０ト

ンの種籾を消毒処理します。 

JA佐渡 HPやフェイスブック・ツイッター・ｇ＋でも佐渡の情報が見られます 

 

(52歳) 

掃部義則さん 

イチゴの出荷作業 

① 種籾を品種ごとに袋詰めして(オレ 

ンジはコシヒカリ)、自動でお湯に浸す 

②冷水で冷やします 

 

③冷やした籾を脱水し、約２日間の自

然乾燥を行い、各農家に届けます 

           塩工房 佐渡風塩釜 

          佐渡相川町の西海岸は昔から塩作りが盛んで

した。「佐渡風塩釜」は十数年前に設立され、 

昔ながらの作り方で日本海の海水を三日間かけて薪釜でゆっく 

り炊き上げ、ミネラル豊富な自然塩に仕上げます。 

佐渡の塩と佐渡のお米を使った 

おにぎり作り体験もで 

きるので、観光の方 

も多数見えられます。 
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